
令和４年度 １人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立林野高等学校 

実践者等 １年国語科 実践日 令和４年７月４日 

実践場面 

（教科・科目（単元名）、学校行事等） 

言語文化（羅生門） 

対象生徒（学年等） 普通科１年 

育成を目指す資質・能力 ■知識・技能 ■思考力・判断力・表現力等 ■学びに向かう力・人間性等 

分類 
授 業 中 

□クラウドやアプリの活用 □デジタルデータの保存    ■思考やデータの可視化  

□データの共有や共同編集 ■対話を充実させる活用    ■思考を促す活用 

■表現を充実させる活用  □課題のやり取りと評価の支援 ■効率化や省力化 

□その他（     ） 

家庭学習 ■振り返り □探究 ■反転学習 □補習・定着 

実践の内容 

【授業】 

（１）「下人」の心情の分析      

・小説読解のポイントは「出来事➡心情➡ 

行動」の流れに注目することだというこ 

とを確認し、「下人」の心情を分析させ 

た。 

 

・分析方法は、心情が変化したきっかけだ 

と考える出来事を挙げさせ、その際の心 

情を喜怒哀楽の各０〜５点で、点数化さ 

せた。 

 

・二人組をつくり、意見を交換させながら 

グラフを作成させた。（数値を入れれば 

自動的にグラフを作成できるスプレッ 

ドシートを事前に準備しておいた） 

 

（２）発表に向けての準備        

・喜怒哀楽の点数をなぜその点数にした  

のか、心情が大きく変化しているのは 

どの出来事がきっかけか、という二点を説明できるように、二人組で話し合いを行わせた。 

 

（３） 本時の振り返り                                  

・最後の場面になるにつれて、グラフの説明がしにくくなっていることを確認した。 

・次時は、本時に作成したグラフを抽象化し、自分たちのグラフの分析を発表していくことを予告し 

た。  

 


